
9.2　簡単な無理関数のグラフ



　 8.7節で，関数 f の逆関

数 f−1 のグラフについて

述べた．xy 座標平面にお

いて，f のグラフの点と対

応する f−1 のグラフの点

とでは x 座標と y 座標とが

入れ替わる．x 座標と y 座

標とが入れ替わった点は元

の点と直線 y = x に関し

て対称である．よって，関

数 f の逆関数 f−1 のグ

ラフは f のグラフと直線

y = x に関して対称である．
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